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資料３－３
・学校と連絡調整する際に、学校としては、意見交換会に参加
できる児童生徒の想定人数はある程度知りたいです。それが、
どこにも明記されていないので、分かりませんでした。

髙梨委員
資料３－３及び別紙２に明記
いたしました。

当課から実施校あての協力依頼文の中で、意見交換会参加児童の想定単位
は、既にお示ししておりました。
前提となる資料の共有が不足しており申し訳ございません。

資料３－３

・意見交換会へ参加する児童生徒の選出は学校に任されると思
いますが、その選出の仕方や事前学習の方法例も、参加できる
人数（想定している実施規模）が分かると、学校として、イ
メージしながら準備できると思います。

髙梨委員
資料３－３及び別紙２に明記
いたします。

資料３－３

別紙５「１どうして意見を聴くの？」の中の、「この社会をこ
ども中心に変えていくためです。」の言い方は変えたほうがい
いのではないでしょうか。こどものいうことをすべて聴くのが
「こどもまんなか社会」ではないのではないでしょうか。

川田委員
資料３－３の別紙５の該当部
分を変更いたしました。

資料３－３

別紙５のフォームについて
子どもが入力することを前提とした場合、電話番号を必須とす
ると、自身の電話番号を持っていない子どもは入力できないの
ではないか（親の電話番号を入力するとしても、ハードルが上
がるのではないか）メールアドレスあるいは電話番号のいずれ
かを必須とする必要があるのであれば、メールアドレスの方が
持ち合わせている可能性が高いのではないか。

髙橋委員
資料３－３の別紙５の参考の
フォームを変更しました。

・「メールアドレスまたは電話番号」を必須入力することとしました。

資料３－４

別紙５のフォームについて
事務作業効率とのバランスにはなると思いますが、意見を反映
やすくすることに重きを置くのであれば、フォームというも、
子どもになじみがあるLINEの方が良いのではないか。

髙橋委員 対応不可となります。
・道の規定上、LINEを使用した連絡はできないため、対応不可とさせていた
だきました。

資料３－４

・２ページの「道具」「呼び方」について、「あだ名など親し
みやすい名前」とありますが、小学校では、いじめやからかい
に繋がるので、あだ名で呼び合うことはしないことを指導して
いるところが多いと思います。姓か名に「さん」を付けて、授
業などでは呼ぶようにしています。

髙梨委員
資料３－４の該当部分を変更
いたしました。

（審議事項）
意見を言いやすい雰囲気づくりの観点から、「呼ばれたい名前」で呼ぶこと
が例示されている（国ガイドライン25P）
→「呼ばれたい名前」で呼ぶことで得られる効果が、いじめ等のリスクを超
えるほどある場合は、「呼ばれたい名前」を採用

資料３－５
・リスク管理としては、個人名に加えて、企業や他国批判とな
らないように、事前に、意見交換の注意点として、グラウンド
ルールに記載しておくとよいと思います。

髙梨委員
資料３－３の別紙５に明記い
たしました。

（審議事項）
こどもの気持ちや意見表明を制約することにならないか。

資料３－５

ケースバイケースだと思いますが、場合によっては受け止めつ
つ、今回は「これからどのようにすればよいか」「北海道のみ
んなが取り組みやすくなるためには？」に対しての意見をほし
いということを伝えることだと思います。

山下委員 資料３－４に追記しました。

（審議事項）
大人が、「こどもの意見を誘導する」「行動を指導する」ことは「避けたい
こと」とされている。（国ガイドライン31P）
→大前提として「こどもの権利の保障」があることから、特定のこどもの権
利を侵害するような批判等の行為に対しては「意見の誘導」「指導」はやむ
を得ないものとしてよいか。
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資料４－１

【小学生向け】
ルビを大きくしようと思ってくださったと思いますが、漢字
（例：方法）の幅を超えて提示される　　　　　となると、一
気に読みづらくなります。塩梅は難しいと思いますが、基のも
のの幅を超えないくらいが適切だと思います。

山下委員 資料４－１を修正しました。

修正案は１行ごとに最小のルビにそろえた。
（審議事項）
いずれの方法が良いか。
・全てのルビを同じ大きさにする（＝最小のルビにそろえる）
・行や段落ごとに同じ大きさにする
・単語ごとにバラバラの大きさとする
・ルビが長くなる単語（考え、幸せ　等）はひらがな表記とする。

資料４－１

【中学生向け】
文末を文節の区切りにされると読みやすくなります。
社会のか＜改行＞たちを→社会の＜改行＞かたちを
文末はそろいませんが、読みやすさではそのほうがいいと思い
ます。

山下委員 資料４－１を修正しました。

資料４－２

・小学生向け１ページ目が「いじめを防ぐには、とても難しい
ことです。」の一文から始まると、解決方法を考えることが無
意味な気持ちになりませんか。中高生向けと同じく「いじめを
防ぐにはどうすればいいのでしょう？」ではだめでしょうか。

髙梨委員 修正意見に追記しました。

資料４－２

・小学校向け５ページのQ2「いじめが起きない約束」とありま
すが、約束という言葉だと、解決方法ではなく、単に「人が嫌
だと思うことはしてはいけない」「いじめをしてはいけない」
など、きまりやルール的な文言しか出てこないと思います。
「そこには、いじめが起きないよう『ある取組』がされていま
した」の方がよいと思います。

髙梨委員 修正意見に追記しました。

資料４－２

・中高生向け５ページのQ2は「ある画期的な取組」とあります
が、「画期的」とあると、何か特別な新しいことを考えないと
いけないと思うのではないでしょうか。「画期的」はなくても
「ある取組」で十分だと思います。

髙梨委員 修正意見に追記しました。

（ 方 法
ほうほう

） 
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資料５－２

・記載内容には特に問題はないと思いますが、回答の選択肢に
「わからない」は要らないと思います。そもそも意見を伝えた
いためにアンケートに参加するのですから、自分なりの立場は
４段階で示してもらいたい。

髙梨委員 資料５－１に追記しました。

資料５－２
本当は（よみがな）ではなく、ルビが良いのですが、システム
上難しいのでしょうね。
読み上げ対応できますかね。

山下委員 資料５－１に追記しました。

お見込みのとおり、道が使用しているアンケートフォームに、ルビ振り・読
み上げ機能はありません。
したがって、こどもが使用するWEBブラウザに依存することになりますが、読
み上げ機能がないブラウザもありますので、外部サイト（google翻訳）で読
み上げてもらう手法を掲示しました。
【その他方法案】
・アンケート設問と同内容が記載された道WEBページを作成→道HPの読み上げ
機能を利用する。
・こどもが利用している端末のOS毎の読み上げ機能を紹介し、使用してもら
う。（PC：Windows、Mac、スマホ：iPhone、Android）
・単語ごとにルビを振る方法ではなく、文章すべて漢字版/ひらがな版で作成
する。

資料５－２
資料４と同意見
（・元の漢字の幅を超えないルビの大きさを基本とする。）
（・文末を文節で区切るように改行する。）

山下委員 資料５－１に追記しました。

１行ごとに最小のルビにそろえた。
（審議事項）
いずれの方法が良いか。
・全てのルビを同じ大きさにする（＝最小のルビにそろえる）
・行や段落ごとに同じ大きさにする
・単語ごとにバラバラの大きさとする
・ルビが長くなる単語（考え、幸せ　等）はひらがな表記とする。

資料５－２ 自由記載意見に文字数制限を設定しない 山下委員 資料５－１に追記しました。

資料５－３

・設問４のように各校種で意見が分かれた場合は、フィード
バックの際には、その分析も含め、意見反映した方がよいと思
います。例えば、小学校では、みんなが活躍する場面を授業以
外（特別活動や行事など）でもつくれるようにしていけるよう
取組を進めるなど。

髙梨委員 資料５－１に追記しました。


